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研究成果の概要（和文）：本研究は、生誕時に与えられた性別に違和を有する人等が、なぜ貧困状態になるの
か、また、その後に社会福祉サービスをどのように提供されるのかについて調査を行った。調査の方法として
は、ひとつは、認定NPO法人もやいなどと連携し、当事者性にある人たちにインタビュー調査を行い、どのよう
な困難性があったかを調査した。この結果については学会報告を行っており、論文も書いているが、今後別論文
としてもまとめる予定である。もうひとつは、全国の政令指定・中核都市等の福祉事務所に対して調査票調査を
行い、これらの事務所がどのように当事者性のある人たちを受け入れているかを探った。その結果については、
現在分析中である。

研究成果の概要（英文）：This study investigated why people who do not identify with the gender 
assigned to them at birth end up in poverty and how social welfare services are provided to them. 
The research methods included two approaches. First, in collaboration with certified NPO Moyai and 
others, interviews were conducted with individuals who identify as gender non-conforming to 
investigate the challenges they faced. The results of this study have been presented at academic 
conferences and are currently being compiled into a academic paper. Second, a survey was conducted 
via mail to welfare offices in major cities and designated cities nationwide to explore how these 
offices receive and support individuals who identify as gender non-conforming. The results of this 
survey are currently under analysis.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的な意義の一つは、生誕時に与えられた性別に違和感を覚える人等へのインタビューより、シスジェンダー
（生誕時に与えられた性別に違和感なく生きられる人）や異性愛者を中心につくられた社会の仕組みのために、
当事者たちは何重にも不利益を被ってきたということが明らかになった点である。それは、福祉サービスにたど
り着くまでにもそうであったし、福祉サービスにたどり着いたとしても、そこからも排除される作用を有してい
た。二つ目は、福祉事務所がトランスジェンダー等の人々に対してどのように対処しているのか実態把握ができ
た点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 橘木・浦川（2006: 59）によれば、日本における貧困率は、1960年代から 1980年代にかけて
の高度経済成長の影響を受け、概ね 5～10％の範囲にとどまり、相対的に低水準で推移していた。
この間、1980 年代前半の経済安定期には一時的に生活保護受給者数の増加が見られたものの、
その後に導入された生活保護制度の「適正化」政策により、1980年代半ば以降、受給者数は急
激に減少し、1990年代半ばには約 88万人にまで縮小した（橘木・浦川 2006: 59）。しかしな
がら、1990年代半ば以降、社会経済状況の変化に伴い、生活保護受給世帯数は再び増加に転じ、
1995年に約 60万世帯であったものが、2005年には 100万世帯を超えるに至った（橘木・浦川  
2006: 59）。加えて、1990年代以降、貧困および生活保護に対する社会的関心が高まりを見せ、
2000年代に入ると、これらの問題に言及する新聞報道や学術的研究の数も急増している（牧園 
2017: 4-5）。さらに、2008年のリーマン・ショックに端を発する世界的な金融危機、ならびに近
年の新型コロナウイルス感染症の拡大といった外的要因が影響を及ぼし、令和 6年 10月時点の
概算では、生活保護の被保護実人員は 200万人を超え、被保護実世帯数は約 165 万世帯に達し
ている。 
 貧困研究およびジェンダー研究の分野においては、性別役割分業を前提とした家族形態に依
存する社会政策の構造的問題点、ならびに女性が制度的・経済的に不利な立場に置かれている現
状が批判的に論じられている（大澤 2024: 4）。このような家族依存型の福祉政策は、出生時に
割り当てられた性別に違和感を抱く人々に対しても、制度的障壁をもたらすものである。異性愛
規範およびシスジェンダー規範を前提とする社会福祉制度の枠組みにおいては、非異性愛者や
トランスジェンダーを含む人々が、必要とする支援やサービスに十分にアクセスできないとい
う排除の構造が存在する。さらに、出生時に割り当てられた性別に違和感を有する人々が福祉制
度の利用に至る背景には、単一の要因では説明しきれない複合的・多層的な困難が存在すること
が指摘されている。そうしたことから、貧困に至るまでのプロセスや、ジェンダーや異性愛主義
と結びつき、どのような困難性に直面したかを明らかにし、国内のシスジェンダー・異性愛主義
の社会構造の特徴について考察する必要が生じた。また、そうした人たちが、福祉サービスを利
用する際にどのような問題点があるのかを把握することが求められていた。 
 
 
２．研究の目的 
 上述の背景から、本研究は、非シスジェンダーの人たちや異性装者など、生誕時に与えられた
性別に違和を有する人たちが、どのようなライフコースを辿り、どのような過程を経て貧困状態
になっていったのか、また、その後に社会福祉サービスがどのように提供されるのかについて、
当事者たちの語り、および、福祉事務所職員への質問紙調査から明らかにする。それを通じて、
男女二元論を前提とした社会構造がいかに当事者たちに困難性を及ぼすか、および既存の福祉
システムの問題点について指摘する。 
 
 
３．研究の方法 
調査は大別すると、二つの方法で実施された。 
（１）対象者への半構造化面接法による調査／もやいの記録の分析：認定NPO法人もやいの結
城翼氏や、関西大学の宮田りりぃ氏などと連携し、社会福祉サービスを利用している、あるいは
過去に利用したことがあり、非シスジェンダーか生誕時に与えられた性別と普段の性表現が異
なるなど当事者性のある人たちを対象とした。インタビューでは、かれらのライフヒストリーや、
それぞれのライフステージや福祉サービス利用時にどのような困難性があったかを直接聞き取
った。この結果については学会報告を行っており、論文も公表されているが、速報的なものであ
ったことと、もやいよりトランスジェンダー等の人々に関する相談記録のデータを譲り受け、こ
れを匿名化して調査対象とすることが可能になったために、現在分析を行っている。今後論文と
して公表する予定である。 
 
（２）福祉作業所への調査票調査：上述の結城翼氏、宮田りりぃ氏、お茶の水大学の脇田彩准教
授とともに、質問紙調査を実施した。東京都内および全国の政令指定都市と中核市に設置されて
いる福祉事務所に対し調査票を郵送した。生活保護利用やケースワーカーの実態、ガイドライン
や研修の有無等について質問をし、2024年 10月～11月の期間で回答を求めた。結果について
は、現在分析中である。 
 
 
４．研究成果 
（１）インタビュー調査、記録から見えてきたこと 
  まず、もやいの相談記録において多くのデータが残されていた、つまり、福祉サービスとジェ



ンダーの問題を掛け合わせて可視化されやすかったのは、出生時に男性を割り当てられたトラ
ンス女性などの人々であった。一方で、出生時に女性と割り当てられた人々に関するデータは相
対的に少なかった。 
次に、調査対象者の語りに立ち返ると、日本型福祉制度においては「仕事」と「家族」が制度
利用の前提とされるが、非シスジェンダーや異性装者であることは、就労の不安定さや家族との
不和を引き起こしやすいようであった。また、カミングアウトできずに疎遠になる、あるいは家
族が受容できないことによって関係が断絶する場合もあった。中には家庭内暴力を経験する者
もおり、家族がセーフティネットとして機能しない事例も少なくない。 
就労に関しても、当事者は職探し以前の段階で既に不利益を被っていた。家族や地域社会がジ
ェンダーに関して保守的である場合、また学校生活が男女二元制を前提としている場合（cf. 土
肥 2015）、当事者はその環境から離脱するために転居や中退を選択することがある。日本におい
ては学歴が就職先の企業規模に影響を与えるため（吉岡 2018）、このような選択は職業選択の幅
を狭める要因となる。さらに、職場において出生時の性別に従うことは精神的負担を伴い、カミ
ングアウトすれば雇用差別や解雇、あるいは劣悪な労働環境に直面する可能性がある。仮に比較
的理解のある職場であっても、ジェンダー表現に関する自己管理を強いられることが多く、継続
的なストレスの要因となる。当事者たちは、しばしば現在の拠点からの離脱や移住を試みるが、
学校や職場といった制度的な後ろ盾がない場合、その生活基盤は極めて脆弱である。特に、就労
が困難で家族からの支援も得られない場合、友人・知人宅やインターネットカフェ、さらには路
上での生活を余儀なくされる。 
福祉制度の適切な利用が可能であれば、当事者の生活は一定程度改善される可能性がある。し
かし、扶養照会を通じて非シスジェンダーであることが家族に露見することを恐れ、制度利用を
ためらう者も存在する。また、制度にアクセスできたとしても、ケースワーカーや福祉・医療従
事者のジェンダーやセクシュアリティに関する理解と対応力が重要な要素となる。制度や空間
が性別二元制およびシスジェンダーを前提として設計されている場合、当事者は制度利用を断
念することもある。その結果、再び路上生活に戻るなど、不安定な居住状況を繰り返すことにな
る。 
以上の考察から明らかになるのは、当事者が直面する困難が極めて複合的であるという点で
ある。松宮（2021）は、「貧困、社会的孤立、メンタルヘルス問題、生活の困難といった各因子
は、相互に誘因となって複合を招きやすい」（p.106）と述べているが、本事例にも同様の構造が
認められる。加えて、出生時に割り当てられた性別に基づく社会的期待に応えられないこと自体
が一つの困難要因となり、他の困難を誘発しやすい構造が存在する。これは、性別二元制、シス
ジェンダー規範、異性愛主義が社会のあらゆる領域に浸透していることに起因する。また、セー
フティネットとしての福祉制度が、男女二元的である等の理由のために、対象者たちはその利用
を断念したりしているということである。 
これらについては、今後学術論文として内容をまとめ、公表するつもりである。 
 
（２）量的調査から見えてきたこと 
 本調査に関しては、自治体の取り組みについて大きく６つのセクションで尋ねており、それぞ
れ、「トランスジェンダー等の人々に対する相談体制の整備について」、「トランスジェンダー等
の要／被保護者の情報の把握・管理体制について」、「居所のないトランスジェンダー等の被保護
者への現在地保護の実施について」、「トランスジェンダー等の被保護者の医療へのアクセスに
ついて」、「トランスジェンダー等の要／被保護者への相談対応およびケースワーク業務で課題
に感じていること」、「福祉事務所におけるトランスジェンダー等の人びとへの保護の実施状況
について」となっている。これらを通じて、ケースワーカーなどの職員がどのような研修を受け
ているか、どのようなことがらがシステムの問題点として把握されているかなど、今後分析し、
報告書や論文として公表する予定である。 
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